
　明けましておめでとうございます。謹んで新年のお祝い
を申し上げます。
　皆さま方におかれましては、幸多き新年をお迎えのこと
と心からお慶び申し上げます。
　昨年は、一般社団法人和歌山青年会議所に格別なご理解
とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。２０２２年度は
基本理念に「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」という言葉を掲げ、流れ
に身を任せるのではなく、自らを律し、地域のリーダーと
して何事にも恐れず、流れを創る人間になることで私たち
のＣｈａｌｌｅｎｇｅが地域のうねりを必ず生み出しま
す。また、スローガンを「踏み出そう!!躍進への一歩を」
とし、私たち自身も組織から提供される機会を貪欲に活用
し自らを成長させ、ＪＡＹＣＥＥとしての誇りを胸に刻み、
人としても組織としても高みを目指し、青年経済人として
明るい豊かな社会へ向けて躍進への一歩を踏み出してまい
ります。
　本年和歌山青年会議所は６５周年を迎えます。昨今新型
コロナウイルスの影響により、イベントや事業の開催の中
止を余儀なくされてきましたが、今こそ和歌山市の地域活
力を取り戻すために相互の力を結集し、発展の起爆剤とな
る６５周年記念事業を展開してまいります。そして、まち
の魅力を最大限に活用することで、和歌山市の価値を確立
し、市民が和歌山市に誇りを抱き自慢できるまち【わかや
ま】を創造してまいります。
　結びになりますが、本年も私たちの運動に対し変わらぬ
ご理解とご支援をお願いし、皆さま方にとりまして、素晴
らしい１年となることをご祈念申し上げ、新年のご挨拶と
させていただきます。

新 年 の ご 挨 拶

一般社団法人和歌山青年会議所
２０２２年度　第６６代理事長

辻川　大器
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　一般社団法人　和歌山青年会議所の皆様、あけましておめで
とうございます。
　日頃より公益社団法人日本青年会議所に対し、格別のご高配
を賜っておりますこと、厚く御礼申し上げます。
　また、長きに渡り、青年会議所運動を通して、貴地域に多く
の価値を創出して来られたことに対し心より敬意を表します。
　本年度、辻川大器理事長のもと基本理念に「“Ｃｈａｌｌｅｎ
ｇｅ”～踏み出そう!!躍進への一歩を～」を掲げられ、社会課
題に対し、多くの持続可能な仕組みをつくる運動を展開される
事と存じます。
　辻川大器理事長の座右の銘である「価値観は経験で変わる」と
いう言葉のとおり、青年会議所は、発展と成長の機会を提供す
るプラットフォームとして、青年の価値観をより良く変えてい
くことができます。
　日本青年会議所と致しましては、「まちにより良い変化をも
たらし愛が溢れる国をつくる」を基本理念として掲げ、各地青
年会議所と手を携え、皆様のまちをより良くするための運動を
展開してまいります。引き続き深いご理解とご支援をお願い申
し上げますとともに、私共を大いにご活用頂ければ幸いです。
　結びに、６５周年の大切な節目の年に、貴青年会議所のさら
なるご発展、並びに地域において素晴らしい運動の成果を出さ
れること、さらに、現役会員、先輩諸氏の皆様にとって実り多
き一年となられますことを心よりご祈念申し上げます。

新 年 の ご 挨 拶

公益社団法人日本青年会議所
２０２２年度　第７１代会頭



　一般社団法人和歌山青年会議所の皆様、新年おめでとうございます。
また、平素より近畿地区協議会の運動に対し、格別のご高配を賜り厚
く御礼申し上げます。
　昨年も新型コロナウイルスにより、近畿地区内でのＪＣ運動、活動
にも大きな影響を受けました。貴青年会議所の皆様におかれましては、
辻川大器理事長のもと、“Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ～踏み出そう!!躍進へ
の一歩を” をスローガンとして掲げられ、地域のリーダーとして何事
にも恐れず挑戦される姿勢は、まさに時代を切り開く我々青年のある
べき精神だと感じております。今後も地域の流れを創造する青年会議
所として、さらなる飛躍を期待しております。
　２０２２年度近畿地区協議会は、 “「リデザイン」未来への共感が織
りなす愛と情熱溢れる幸せな近畿” をスローガンに掲げ、地域を取り
巻く社会課題と向き合い、青年経済人ならではの発想力と行動力を掛
け合わせ、９２ＬＯＭの力強い運動発信を支援できる組織であり続け
たいと考えております。そして、２０２２年度は、近畿地区内で国際
大会の一つであるＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ堺高石大会が開催されるという
素晴らしい機会があります。近畿地区協議会内の全てのＬＯＭが力を
合わせ、この近畿から発信されたエネルギーで、世界にポジティブな
影響を与えるという気概で盛り上げてまいりましょう。また、ＪＣ運
動の神髄である幸せを生み出す装置を創造する近畿地区大会を高槻の
地で開催いたします。また本年も近畿地区協議会へ出向いただいた多
くのメンバーにＬＯＭの発展に寄与できるよう、しっかりと「学び」を
持ち帰っていただける環境を整えます。「学ぶ」と言うことは、偏見を
なくすことに繋がり、価値観を変えることだと考えます。過去と他人
は変えることはできませんが、自分と未来は変えることができます。
情熱をもって、共に未来へ進みましょう。
　結びに、貴青年会議所のさらなるご発展、並びに地域において素晴
らしい成果を出されること、諸先輩方、現役会員の皆様にとって実り
多き一年となられますことを心より祈念申し上げます。

　一般社団法人和歌山青年会議所の皆様、謹んで新春をお祝い申し上
げます。
　平素は、公益社団法人日本青年会議所近畿地区和歌山ブロック協議会
の活動及び運動に対して、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　本年度、一般社団法人和歌山青年会議所の皆様におかれましては、
辻川大器理事長の「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」という理念のもと、「踏み出
そう‼躍進への一歩を」をスローガンとして掲げられ、明るい豊かな
社会の実現に向けて、力強いスタートを迎えられたことに心からお祝
い申し上げます。
　本年、和歌山ブロック協議会は、「歴史と変革が調和した愛と希望
溢れる和歌山」を基本理念に掲げ、ＪＣＩ日本や近畿地区協議会とと
もに強固な連携を図りながら運動を展開してまいります。和歌山県内
８ＬＯＭを支援する協議会として、各地会員会議所の運動を全力で支
援させていただくとともに、青年会議所の創始の精神に立ち返り、様々
な成長する機会を提供する組織であることで、県下８ＬＯＭに輝く人
財が溢れることを目指します。
　人が交流する中で個々が輝き、地域の発展を想い紡いでいくことで、
愛と希望溢れる未来をともに創造して参りましょう。
　結びに、貴青年会議所のさらなるご発展、並びに先輩諸氏、現役会
員の皆様のご健勝ご多幸をお祈り申し上げますとともに、本年もご理
解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

新 年 の ご 挨 拶

公益社団法人日本青年会議所
近畿地区協議会

２０２２年度　第７１代会長
中山　吉典

公益社団法人日本青年会議所
近畿地区和歌山ブロック協議会
２０２２年度　第５３代会長

坂本　耕作



　２０２１年１１月２６日(金)ホテルグランヴィア和歌
山６階ル・グランにて、２０２１年度卒業式例会、懇親
会を開催いたしました。
　地域活性化のため、共に切磋琢磨し合い走ってきた
１８名の卒業生の門出を多くの方々に見送っていただき、
盛大に祝福させていただきました。
　新型コロナウイルスが蔓延し、地域が疲弊している中、
少しでもまちを明るく、笑顔と元気を取り戻したい！と、
卒業生の皆さまの知恵を振り絞り、走り切られた姿が、
昨日のことのように思い出されます。卒業生の皆さまと
歩んだ思い出を胸に、今後もより良い和歌山青年会議所
を存続してまいります。卒業生の皆さまにおかれまして
は、今後の更なるご活躍を心よりお祈り申し上げます。

２０２１年度会員開発委員会　委員　藤田英子

卒業式並びに懇親会Report

２０２１年１１月２６日（金）　ホテルグランヴィア和歌山

送辞を読み上げる辻川監事 司会進行の会員開発メンバー

卒業生による記念品贈呈卒業生による余興 退場する卒業生 卒業生一同

また、現役メンバーともこれまでと変わらずお付き合いい
ただきますようお願いいたします。長い間本当にお疲れさ
までした。
　最後になりましたが、ご参加いただき共に見送っていただ
いた特別会員の皆さま、現役メンバー、関係者の皆さまにも
心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

＜入会年度＞：２０１５年度
和歌山青年会議所に入会させていただいて
から色々な方と出逢い、素晴らしい経験を
させていただきました。青年会議所で得た
経験を今後の人生に活かしたいと思いま
す。本当にありがとうございました。

＜入会年度＞：２０１７年度
２０１７年に和歌山青年会議所に入会させ
ていただいてからの５年の間に、様々な経
験や出会いをさせていただきました。この
経験を糧にこれからの生活に進んでいきた
いと思います。本当にありがとうございま
した。

＜入会年度＞：２０１１年度
３０代から大人に成長していく中で、数々
の試練、難題を頂戴し、「なりたくない自
分にはなるな！」の考えの下で活動し、全
力で困難を乗り越えてきました。たくさん
の人との出会いによって自身の足りていな
いものに気付き、成長できる素敵なチャン
スとなりました。出会った全ての皆さまに
感謝申し上げます。

＜入会年度＞：２０１２年度
２０１２年に入会してから長い間お世話に
なりました。ＯＢの先輩方、現役メンバー、
同期メンバーとたくさんの人と出会う事が
できました。本当に自分にとって貴重な出
会い、学びでした。
ありがとうございました。

＜入会年度＞：２００９年度
２７歳から入会させていただき長い間お世
話になりました。若い頃に入会し数多くの
メンバーに出会えたことは自分の財産にな
ると思います。しんどいこともありました
が、笑った数の方が多かったです。１３年
間ありがとうございました。

＜入会年度＞：２０１０年度
入会して１２年間ありがとうございまし
た。お役に立てない期間が長くあり申し訳
ございませんでした。今思うともっと出席
し、皆と過ごせば良かったと後悔していま
す。でも、全てが後悔ではなく楽しい仲間
と過ごした期間もたくさんあり、そんな仲
間と出会えた事に感謝しています。本当に
ありがとうございました。

卒業生から一言

池田昌大 齋藤剛毅

今村哲朗 嵜中裕児

片山朋樹 重根一真



卒業生から一言
＜入会年度＞：２０１１年度
１０年間お世話になりました。学ばせていただ
きましたことを生かしてこれからもがんばって
いきたいと思います。振り返ると、メンバーと
の交流が楽しかったですが最後にヒトニヒカリ
に携われて本当に良かったと思います。
多くのメンバーや青年会議所には学ばせていた
だきましたこと、感謝御礼申し上げます。これ
から時代を担うメンバーの皆さまにおかれまし
てはお身体にご自愛いただきご活躍をお祈りし
ております。
１０年間本当にお世話になりました。

仙石雄嗣

＜入会年度＞：２０１６年度
青年会議所に入会し様々な業種の方々とお会いし
お話ができたことがとても貴重で卒業後も繋がり
を保っていきたいと思っています。このように思
えたのは関われた方々の人柄です。
人のために時間と労力を惜しまないでがんばって
おられる方がたくさんおられ、とても良い刺激と
なりました。
私自身何もできず皆さまに助けられるばかりでし
たが、様々な事業を家族で出席させていただきど
れも和歌山を盛り上げようとする力を感じまし
た。感動しました。これからも素敵な青年が集ま
り素敵な事業を展開していただけることを楽しみ
にしています。
本当に感謝しています。ありがとうございました。

前田真吾

＜入会年度＞：２０１４年度
２０１４年から８年間、お世話になりまし
た。色々な役職を勤める中で、良い経験を
させていただきました。関わっていただい
た全ての皆さまに感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。

田邊　武

＜入会年度＞：２０１７年度
入会して５年という短い期間でしたが、皆
さまに感謝しかありません。本当にありが
とうございました。
出会わせていただいた方々はかけがえのな
い財産であり、和歌山青年会議所の一員で
いられたことは一生の誇りです。
熱い想いを持ち続け、これからも走り続け
てまいります。眞下雅美

＜入会年度＞：２００８年度
２００８年に入会をさせていただき、約
１４年間と長い期間在籍させていただきま
したが、長かったからこそ多くの経験と学
び、そして何よりも多くの方との繋がりを
得ることができました。本当にありがとう
ございました。

成瀬允陽

＜入会年度＞：２０１０年度
皆さまには１２年間、本当にお世話になり
ました。多くの経験と学び、そして何より
共に切磋琢磨する同志を得られたこと、感
謝しております。これからもこの青年会議
所で得たものを活かし、社業や地域活動に
邁進して参りますので、皆さまとまた何処
かで共にすることができれば幸いです。あ
りがとうございました。山路由剛

＜入会年度＞：２０１５年度
和歌山青年会議所に入会させていただき、
たくさんの出会いと経験をさせていただき
ました。この経験をこれからの人生に役立
てていきたいと思います。本当にありがと
うございました。

土屋　翼

＜入会年度＞：２０１１年度
１１年間諸先輩をはじめ多くの方々にお世
話になりました。多くの方々との出会いと
単年度ごとに担いと役職がかわり、学びや
気付きを得られる学舎は青年会議所だけだ
と思いました。
関わっていただきました皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。松下正典

＜入会年度＞：２０１４年度
私は他の皆さんと違いノリで入りノリで
やってきましたが、たくさんの良い出会い
があり本当に楽しい８年間でした。
これからは今までのように楽しい思いをし
ながら、さらに楽しい人生を送れるよう
がんばります。
皆さま、本当にありがとうございました。橋本康秀

＜入会年度＞：２０１２年度
２０１２年に入会し、大変お世話になりま
した。ラスト２年はコロナの影響もあり、
限定的な活動を余儀なくされたことが少し
残念ですが、それでも振り返るとたくさん
の貴重な経験をさせていただきました。Ｊ
Ｃは「一生に一度」に溢れた組織です。現役
世代は、色々な意味で多少の無理も大丈
夫。常に「全力の少し上」で走り抜けてくだ
さい！

山田裕之

＜入会年度＞：２０１１年度
２０１１年に入会以来、多くの仲間と出会
い、さまざまな経験をさせていただきまし
た。その全てが私を成長へと導いてもらえ
たと思います。関わっていただいた全ての
皆さまに感謝いたします。ありがとうござ
いました。

堀井　卓

＜入会年度＞：２０１５年度
和歌山青年会議所に入会させていただき、
多くの人と出会い、活動を通じて多くの経
験をさせていただきました。これからの人
生においてこれらの経験を役立てていきた
いと思います。本当にありがとうございま
した。

山本晴輝



新入会員紹介
生年月日
１９９２年６月１６日

勤務先
　有限会社ジェイイーエス

紹介者
　岩﨑　光一郎

南方　拓磨

生年月日
　１９９０年１月２７日

勤務先
　Ｔｈｅ　Ｒｏｏｍ

紹介者
　山路　由剛

山本　晃生

生年月日
　１９８５年７月２５日

勤務先
　株式会社コア・クリード

紹介者
　土屋　翼

高川　徹也

生年月日
　１９９３年５月２１日

勤務先
　株式会社矢田正

紹介者
　岡﨑　眞太郎

矢田　聖人

生年月日
　１９９６年９月９日

勤務先
　株式会社平成建機

紹介者
川瀬　康喜

大島　空也

生年月日
　１９９６年８月２３日

勤務先
　ピース

紹介者
　眞下　雅美

湯川　雅也

生年月日
　１９９４年１月２６日

勤務先
　七輪焼つどいや

紹介者
　新里　浩基

中山　雄貴

生年月日
　１９９３年５月１日

勤務先
　Ｂａｒ　Ａｎｋｌｅｔ

紹介者
　松原　翔太

山田　義人

生年月日
　１９８４年１１月２０日

勤務先
　Ｓｍａｒｔ　Ｌｉｆｅ　Ｌａｂｏ

紹介者
　橋本　裕史

奥山　駿介

生年月日
　１９８５年１０月３０日

勤務先
セコム株式会社

紹介者
　有村　翼

淀川　拓朗

生年月日
　１９９４年５月１４日

勤務先
　松葉商店

紹介者
　土屋　翼

松葉　太



2 0 2 2 年 度 　 役 員 紹 介

理事長
辻川　大器

監事
山田　正巳

監事
西村　和将

直前理事長
川瀬　康喜

理事
上岡　勇介

理事
生馬　悟

室長
瀧本　拓起

室長
石井　勇気

室長
池下　雄基

専務理事
有村　翼

副理事長
森口　槙子

副理事長
佐武　真介

副理事長
井川　惇

理事
谷澤　輝也

理事
瀧本　淳

理事
加藤　真也

理事
片山　雄介

理事
大浦　正嗣

理事
松阪　考

理事
東　紘資

理事
橋本　裕史

理事
西田　志穂

理事
寺浦　允登

事務局次長
小野　託摩

事務局長
谷口　竜一

理事
山中　敏生

理事
松原　翔太



わとらんインタビュー
～総務広報委員会　委員長　上岡勇介君～

わとらん号で記念撮影 理事会設営中です 居合道の演武

上岡勇介　委員長

本年度は「わとらんインタビュー」と題し、和歌山青年会議所のメンバーにわとらんがお話を伺って、
担当事業や青年会議所運動への意気込みを紹介します。
今回はＪＣニュースの配信について、総務広報委員会委員長上岡勇介君にお話を伺います。

今回は総務広報委員会
上岡委員長に話を
聞いてきたらん♪

『新春交歓会・１月度例会』
＜事業開催日＞：２０２２年１月１９日（水）
　　　　　　　　午後１９：００（受付開始午後１８：３０）
＜事業場所＞：アバローム紀の国　２Ｆ　鳳凰の間
＜ドレスコード＞スーツ、ネクタイ、ＪＣバッジ、ネームプレート
今年はアバローム紀の国にて実地開催いたします。２０２２年度の運
動方針を関係諸団体、シニア・クラブへ発信し理解していただき共に
新年を祝う会となっております。
今年はじめの事業となりますので、何卒ご参加の程よろしくお願いい
たします。

（まちづくり委員会　委員長　瀧本　淳）

和歌山JC 日本JC・近畿地区・和歌山ブロック他

4 火 年始祈願・年始挨拶　第１回三役会

8 土 第１回財政規則審査会議

12 水 理事会・委員長会議

19 水 例会（新春交歓会）

20 木 京都会議

21 金 京都会議

22 土 京都会議　ＬＯＭナイト 京都会議

23 日 京都会議

24 月 第２回三役会

28 金 第２回財政規則審査会議

30 日 和歌山ブロック協議会会員会議所(那賀)

1 月　スケジュール

普段の上岡委員長のことを教えてほしいらん♪
　２０１４年に弁護士になって以来、三木町綜合法律事務所（旧
事務所名：中迫広法律事務所）で勤務し、交通事故や労働事件、
債務整理、相続や家族関係の事件など幅広く事件を取り扱ってい
ます。依頼者の皆さまに依頼して良かったと思ってもらえるよう、
日々研鑽を積みながら誠心誠意職務に取り組ませていただいてい
ます！

休日の過ごし方を教えてほしいらん♪
　大学で始めた居合道という武道を今も続けており、休日は近く
の道場で稽古したり全国各地で開かれる大会に参加したりしてい
ます。この前錬士六段に合格することができ、継続は力なりとい
う言葉をかみしめています。

今までのＪＣ活動を振り返ってほしいらん♪
　２０１８年に入会し、２０２２年で５年目に入ろうとしていま
す。直近２年をセクレタリー、事務局次長と運営の裏方として
関わり、理事長をはじめとするメンバーの皆さまの熱い想いのこ
もった運動への取り組みを年間通して見させていただきました。
２０２２年度は総務広報委員会委員長として、皆さまの想いをど
んどん発信し、伝えていきたいと思っています。
　また、自分が直接かかわった事業では、２年目に会員開発委員
会の皆で作ったわとらん号がやはり心に残っています！

１月度告知

担当事業への意気込みを皆に伝えてほしいらん♪
　２０２２年度は、火曜、金曜の週２回ＷＥＢ上に記事を掲載し、
和歌山青年会議所の活動、「わとらんインタビュー」や和歌山の魅
力を再発見できるような特集記事を配信していく予定です。
　我々の担う広報活動が、新型コロナウイルスの影響で人と人が
直接出会うことも少なくなり、繋がりが希薄となってしまった現
在から、また改めて強い絆を作り上げていくためのきっかけの一
つになれば本当に嬉しいです。どんどん記事を更新していきます
ので、ぜひ読んでください！
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